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「
日
高
昆
布
」
の
六
割
を
生
産
す
る
え
り

も
町
の
コ
ン
ブ
漁
が
、
七
月
十
日
に
多
く

の
地
区
で
初
日
を
迎
え
ま
し
た
。

サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
一
斉
に
漁
が
始
め

夏
到
来
、
コ
ン
ブ
漁
始
ま
る

七
月
十
日
に
初
日

ら
れ
、
漁
師
や
陸
回
り
は
旗
が
下
り
て
干

お
か

し
終
わ
る
ま
で
の
数
時
間
の
勝
負
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。
干
し
終
え
て
も
今
度
は
乾

燥
す
る
ま
で
天
気
と
に
ら
め
っ
こ
で
す
。

え
り
も
の
コ
ン
ブ
は
「
だ
し
に
よ
し
、

食
べ
て
よ
し
」
の
万
能
型
の
コ
ン
ブ
。
苦

労
し
た
分
だ
け
高
値
で
売
れ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

旗が下りて、コンブ採り船から戻ってきた漁師の男性。干し終わるま
でひと息つけません。
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28.1歌別共同作業所

29.1東歌別墓地入口付近

38.8えりも町清掃センター入口

●東 洋

19.2東洋共同作業所

36.0菊地哲夫さん宅（高台）

17.5東洋小学校

25.0東洋第２生活館

33.4自衛隊前バス停留所

29.3油駒バス停留所

54.7襟裳岬風の館・えりも岬駐車場

●えりも岬

50.4えりも岬第2駐車場

30.9えりも岬保育所

18.8えりも岬小学校

23.6林業総合センター

27.2迦葉院

51.6えりも岬東通り線交差点付近

●庶 野

17.8百人浜オートキャンプ場

46.2桜岡生活館

12.6千平口バス停留所

13.5庶野共同作業所

30.7吉田スタンド

31.7庶野稲荷神社手前高台

12.8道立庶野診療所

24.3美島共同作業所

●目 黒

12.0松本鶴治さん宅裏高台

14.3旧目黒小学校・第３体育館

28.2目黒墓地入口付近

●近 浦

17.7近浦団地高台プレハブ

35.9近浦団地高台

21.4近浦神社境内

●笛 舞

18.3笛舞小学校

23.3笛舞墓地入口

10.9下笛舞共同作業所

●大 和

30.0町道「和里線」

13.2大和共同作業所

20.1特養ホーム前バス停留所（やまと苑入口）

29.3佐藤寿博さん宅前

13.9西えりも生活館

30.2高田秀勝さん宅前

●本 町

22.9墓地入口

15.4えりも郵便局

20.0福祉センター

42.5ふれあいの丘団地小公園

36.3旧えりも中央歯科付近

●新 浜

24.5えりも中学校

19.2日高東部消防組合えりも支署敷地

18.7スポーツ公園入口

43.4えりも高校

●歌 別

16.2岩間板金作業所横

24.7中央保育所避難路高台

北海道防災会議地震専門委員会が作成した「津波浸水予測図」が発表され、

えりも町における最大水位等も左表のとおりとなりました。

今回の予測図は、2011年までに北海道太平洋沿岸で行われた津波堆積物の

各種調査を踏まえて推定され、「最大クラスの津波」による波高と浸水域を想

定したものです。しかし、津波は自然現象なのでその想定を正確に行うこと

は難しく、実際の津波はこの想定よりも大きい場合も小さい場合もあり得ます。

参考として、下表に町内の標高を抜粋して掲載します。

※参考 えりも町内の標高（抜粋）

道の津波浸水予測が示されました
えりも町は大和の29ｍが最高
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沿岸最大
水 位
（ｍ）

第一波
到達時間
（分）

影 響
開始時間
（分）

地 名
地図
番号

28.7338中笛舞①

29.83111大和②

24.13112えりも港③

17.63021歌別川河口④

23.12717歌露⑤

22.02615東洋⑥

21.32514油駒⑦

27.82411襟裳岬⑧

28.52513えりも岬漁港⑨

⑬目 黒

⑫咲 梅

⑪庶 野

⑩一石一字塔

⑨えりも岬漁港

⑧襟裳岬

⑦油 駒

⑥東 洋⑤歌 露

④歌別川河口

③えりも港

②大和

①中笛舞

沿岸最大
水 位
（ｍ）

第一波
到達時間
（分）

影 響
開始時間
（分）

地 名
地図
番号

23.8295一石一字塔⑩

23.4325庶野⑪

26.4266咲梅⑫

24.1276目黒⑬

代 表 地 点 の 状 況

沿岸最大
水位
（ｍ）

第一波
到達時間
（分）

影 響
開始時間
（分）

地 名

202010○△×○△

恭影響開始時間（沖合水深10ｍ地点）

地震発生から海岸・海中の人命に影響

が出る恐れのある津波による水位変動

（初期水位±20㎝）が生じるまでの時間

恭第１波到達時間（沖合水深10ｍ地点）

地震発生から津波第一波のピークが到

達するまでの時間

恭沿岸最大水位

沿岸の津波水位の最大値

●用語の説明

15ページの「防災情報版」には、北海道防災会

議地震専門委員会の一人でもある谷岡勇市郎教授

のコラムが掲載されています。

今回の津波浸水予測についても触れていますの

で、ぜひご一読ください。
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命
を
守
る
備
え
を

私
の
ひ
と
こ
と

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜぜ

のののののののののののののののののののののののののののののの

まままままままままままままままままままままままままままままま

か

ぜ

の

ま

ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち

え
り
も
町
長

岩
本
溥
叙

こ
の
た
び
、
道
か
ら
公
表
さ
れ
た

津
波
浸
水
予
測
図
は
、
想
定
を
超
す

高
さ
と
な
り
、
当
町
の
十
三
地
点
の

沿
岸
最
大
水
位
は
歌
別
川
河
口
の
十

七
・
六
㍍
か
ら
最
大
津
波
は
大
和
の

二
十
九
・
八
㍍
。
第
一
波
到
達
ま
で

の
時
間
は
所
に
よ
り
二
十
四
分
か
ら

三
十
三
分
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

過
去
に
何
度
か
津
波
の
経
験
を
し

て
い
る
私
に
と
っ
て
も
、
三
十
丿
近

い
津
波
は
想
像
を
絶
す
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
で
は
、
発
表
さ
れ
た
津

波
浸
水
か
ら
町
民
の
命
と
財
産
を
守

る
べ
き
対
策
を
と
考
え
た
と
き
、
困

惑
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す

が
、
か
と
い
っ
て
安
閑
と
し
て
は
い

ら
れ
な
い
。
町
民
の
命
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
日

ご
ろ
か
ら
防
災
を
意
識

し
て
行
動
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

資
源
回
復
に
期
待
を
寄
せ
て

漁
獲
量
が
少
な
い
こ
と
か
ら
幻
の

魚
と
呼
ば
れ
た
マ
ツ
カ
ワ
の
資
源
回

復
を
目
指
し
、
今
年
も
伊
達
市
の
道

栽
培
セ
ン
タ
ー
か
ら
稚
魚
三
十
九
万

匹
が
、
栽
培
漁
業
え
り
も
セ
ン
タ
ー

に
搬
入
さ
れ
ま
し
た
。

七
月
十
日
か
ら
十
二
日
の
三
日
間

に
か
け
て
行
わ
れ
、
水
温
に
気
を
配

り
な
が
ら
伊
達
市
か
ら
四
時
間
半
か

け
て
運
ん
で
き
た
稚
魚
を
、
町
や
漁

協
、
日
高
地
区
水
産
普
及
指
導
所
の

職
員
三
十
人
が
、
輸
送
水
槽
か
ら
飼

育
水
槽
へ
移
し
替
え
る
作
業
を
駆
け

足
で
行
い
ま
し
た
。

初
日
の
こ
の
日
は
十
三
万
匹
が
搬

入
さ
れ
、
マ
ツ
カ
ワ
の
背
中
の
色
で

緑
色
の
水
槽
は
見
る
間
に
黒
く
染

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

大急ぎで稚魚を搬入する関係者。稚魚は中間育成後、
９月には放流されます。

栽
培
セ
ン
タ
ー
に
マ
ツ
カ
ワ
稚
魚
三
十
九
万
匹

今
年
で
節
目
の
十
年
目

六
月
二
十
四
日
、
町
内
の
青
年
グ
ル
ー
プ
「
祭

本
舗
風
舞
」
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
え
り
も
の
春
に

は
何
か
あ
る
概
」
が
灯
台
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
年
で
十
年
目
を
迎
え
る
恒
例
行
事
で
、
冒
頭

の
挨
拶
で
岩
間
典
明
代
表
は
「
子
ど
も
が
笑
顔
で

い
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
で
長
く
続
く
イ
ベ
ン
ト
に

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
町
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏
を
皮
切

り
に
、
ジ
ュ
ー
ス
早
飲
み
大
会
、
襟
裳
岬
カ
ラ
オ

ケ
大
会
な
ど
、
趣
向
に
富
ん
だ
内
容
で
、
最
後
の

子
ど
も
大
抽
選
会
で
は
、
引
き
当
て
た
子
ど
も
た

ち
が
元
気
よ
く
ス
テ
ー
ジ
前
に
飛
び
出
し
て
い
き

ま
し
た
。

祭
本
舗
風
舞
の
イ
ベ
ン
ト

ボールすくいを楽しむ親子連れ
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大
漁
の
地
引
網
に
大
喜
び

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
週
間
」
初

日
の
七
月
十
九
日
、
新
浜
の
国
道

沿
い
で
テ
ン
ト
検
問
が
行
わ
れ
、

交
通
安
全
協
会
や
商
工
会
、
建
設

協
会
な
ど
十
団
体
約
八
十
人
が
参

加
し
て
、
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

え
り
も
町
は
、
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
二
千
五
百
日
を
目
指
し
て
お

り
、
大
西
副
町
長
は
冒
頭
の
挨
拶

で
こ
の
日
二
千
百
十
日
を
迎
え
た

こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、「
こ
れ
か

ら
も
地
域
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

沿
道
に
は
、
交
通
安
全
の
の
ぼ

・

・

話
し
ま
し
た
。
両
校
児
童
は
、
そ

の
後
様
似
町
の
ア
ポ
イ
山
荘
で
宿

泊
交
流
し
、
翌
日
は
お
待
ち
か
ね

の
地
引
網
体
験
を
し
ま
し
た
。

地
引
網
は
、
笛
舞
漁
港
横
の
浜

で
行
わ
れ
、
児
童
た
ち
は
期
待
に

胸
を
震
わ
せ
な
が
ら
、
二
本
の

ロ
ー
プ
を
力
い
っ
ぱ
い
引
っ
張
っ

て
い
き
ま
し
た
。
尻
も
ち
を
つ
き

な
が
ら
引
き
揚
げ
た
網
の
中
に

は
、
カ
レ
イ
や
ウ
ニ
、
タ
コ
な
ど

が
山
盛
り
で
、
児
童
た
ち
は
歓
声

を
上
げ
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
つ
か

み
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
で
四
十
二
年
目
を
迎
え

る
笛
舞
小
学
校
（
田
中
淳
一
校

長
）
と
帯
広
市
広
野
小
学
校（
田

島
久
美
子
校
長
）
の
交
流
学
習

が
六
月
二
十
八
日
、
二
十
九
日

の
二
日
間
行
わ
れ
、
両
校
の
児

童
は
地
引
網
な
ど
の
体
験
学
習

を
通
し
、
改
め
て
親
交
を
深
め

ま
し
た
。

交
流
学
習
は
、
四
～
六
年
生

を
対
象
に
お
互
い
の
地
域
を
一

年
ご
と
に
訪
問
し
て
い
て
、
今

年
は
広
野
小
四
、
五
年
生
十
三

名
が
訪
れ
、
笛
舞
小
の
同
学
年

九
名
と
交
流
し
ま
し
た
。
二
十

八
日
に
笛
舞
小
体
育
館
で
行
わ

れ
た
歓
迎
の
集
い
で
は
、
田
中

淳
一
校
長
が
「
一
人
で
も
多
く

の
友
だ
ち
を
つ
く
っ
て
、
体
験

学
習
も
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と

挨
拶
し
、
児
童
代
表
で
挨
拶
し

た
谷
家
大
翔
さ
ん
は
「
え
り
も

は
魚
介
類
が
た
く
さ
ん
と
れ
る

と
こ
ろ
。
明
日
の
地
引
網
で
も

い
っ
ぱ
い
と
れ
る
と
思
う
」
と

笛
舞
小
と
広
野
小
の
交
流
学
習

事故防止を呼びかけ

交通安全啓発パンフレットなどを手渡す保育所児童

地引網を引く子どもたち

新浜の国道でテント検問

り・

を
も
っ
た
参
加
者
が
立
ち
並

び
、
中
で
も
中
央
保
育
所
の
入

所
児
童
二
十
六
人
は
、
道
行
く

ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
一
人
に
「
安

全
運
転
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

し
な
が
ら
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

な
ど
を
手
渡
し
、
喜
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

検
問
後
に
は
、
町
交
通
安
全

協
会
の
山
科
幸
一
会
長
が
挨
拶

し
、「
二
千
五
百
日
達
成
に
向

け
て
、
こ
れ
か
ら
も
協
力
を
お

願
い
し
た
い
」
と
締
め
く
く
り

ま
し
た
。
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灯台公園のベンチが
よみがえる

七
月
八
日
、
灯
台
公
園
の
ベ
ン
チ
が
え
り

も
町
商
工
会
青
年
部
（
佐
藤
博
久
部
長
）
に

よ
っ
て
塗
り
直
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
灯
台
ま
つ

り
な
ど
で
多
く
の
人
が
訪
れ
る
公
園
の
環
境

整
備
に
一
役
買
い
ま
し
た
。

ベ
ン
チ
の
塗
装
は
、
全
国
商
工
会
青
年
部

連
合
会
が
企
画
し
た
全
国
統
一
事
業
「供
絆
僑

感
謝
運
動
」
の
一
環
で
、
当
初
は
六
月
に
行

わ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
雨
の
た
め
中
止
に

な
り
、
こ
の
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

朝
か
ら
霧
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
の

中
、
集
ま
っ
た
部
員
十
二
人
は
、
国
道
沿
い

に
設
置
さ
れ
た
ベ
ン
チ
の
鉄
サ
ビ
を
削
る
グ

ル
ー
プ
と
木
製
ベ
ン
チ
を
塗
装
す
る
グ
ル
ー

えりも町チーム、二年連続の栄冠

プ
に
分
か
れ
、
天
気
の
様

子
を
見
な
が
ら
作
業
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
次
第

に
太
陽
も
見
え
始
め
、
午

前
中
に
は
、
え
り
も
港
に

隣
接
す
る
ポ
ー
ト
サ
イ
ド

小
公
園
の
ベ
ン
チ
二
脚
も

含
め
、
塗
装
作
業
は
終
了

し
ま
し
た
。

同
青
年
部
は
、
昨
年
も

灯
台
記
念
塔
の
化
粧
直
し

を
行
っ
て
お
り
、
佐
藤
部

長
は
「
ま
た
、
違
っ
た
形

で
地
域
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
話
し
て

い
ま
し
た
。

「
第
四
十
三
回
日
高
管
内
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
」
が
六
月
二
十
四
日
、
日
高
町
門
別
で

開
か
れ
、
え
り
も
町
チ
ー
ム
が
見
事
二
年
連
続

の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
は
、
日
高
管
内
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

が
主
催
し
た
も
の
で
、
管
内
か
ら
八
チ
ー
ム
二

百
三
十
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
え
り
も
町
か

ら
は
二
十
七
名
が
参
加
し
、
最
初
の
競
技
「
ね

ら
っ
て
投
げ
て
ビ
ン
ゴ
！
」
で
一
位
を
取
る
と
、

そ
の
ま
ま
順
調
に
競
技
を
進
め
、
一
位
を
保
っ

た
ま
ま
全
七
競
技
を
逃
げ
切
り
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
い
て
チ
ー
ム
の
代
表
を
務
め

た
蛯
子
哲
さ
ん
は
「
み
ん
な
の
頑
張
り
で
優
勝

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
応
援
し
て
く
れ
た

人
た
ち
に
も
感
謝
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

丁寧に塗装していく商工会青年部員

優勝したえりも町チームのメンバー

日高管内身体障害者スポーツ大会

商工会青年部が塗装ボランティア

道
立
教
育
研
究
所
附
属
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
移
動
理
科
教
室
が
、
七
月
十
一
日
に
え

り
も
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

三
、
四
年
生
五
十
九
人
を
対
象
に
行
わ
れ
、

午
前
中
は
サ
イ
エ
ン
ス
カ
ー
に
乗
り
込
ん
で
観

察
や
実
験
、
午
後
か
ら
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

使
っ
た
水
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
体
験
や
手
回
し
発

電
機
を
使
っ
た
燃
料
電
池
カ
ー
の
走
ら
せ
方
、

液
体
窒
素
を
使
っ
て
凍
ら
せ
た
風
船
や
野
菜
の

状
態
を
見
せ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
科
学
へ
の
関

心
を
高
め
て
い
ま
し
た
。

水ロケットの発射体験に大はしゃぎの子どもたち

水
ロ
ケ
ッ
ト
に
興
奮
気
味

え
り
も
小
で
移
動
理
科
教
室
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煙
こ
ま
め
な
水
分
・
塩
分
の
補

給
を
！

高
齢
者
、
障
が
い
児
・
障

が
い
者
の
方
は
、
の
ど
の
渇

き
を
感
じ
な
く
て
も
、
こ
ま

め
に
水
分
補
給
を
。

煙
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ

た
温
度
調
整

煙
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境

の
確
保

こ
ま
め
な
換
気
、
す
だ
れ
、

遮
光
カ
ー
テ
ン
、
打
ち
水
な
ど

煙
こ
ま
め
な
室
温
確
認

煙
こ
ま
め
な
体
温
測
定

特
に
体
温
調
整
が
十
分
で

な
い
高
齢
者
、
障
が
い
児
・

障
が
い
者
、
子
ど
も

煙
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速

乾
の
衣
服
着
用

煙
保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ
オ

ル
な
ど
に
よ
る
体
の
冷
却

煙
日
傘
や
帽
子
の
着
用

煙
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休

憩
煙
通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速

乾
の
衣
服
着
用

煙
天
気
の
良
い
日
は
、
昼
下
が

り
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
控

え
る
よ
う
に
す
る
。

水
分
・
塩
分
補
給
と

暑
さ
を
避
け
る
こ
と
が
大
切

煙
暑
さ
の
感
じ
方
は
人
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
！

体
調
や
暑
さ
に
対
す
る
慣

れ
な
ど
で
、
暑
さ
へ
の
抵
抗

力
は
個
人
で
異
な
り
ま
す
。

煙
高
齢
者
の
方
は
特
に
注
意
が

必
要
で
す
！

高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不

足
に
対
す
る
感
覚
機
能
が
低

下
し
、
暑
さ
に
対
す
る
調
整

機
能
も
低
下
し
て
い
ま
す
。

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
、

扇
風
機
な
ど
を
使
い
温
度
調

整
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

煙
ま
わ
り
が
協
力
し
て
呼
び
か

け
合
い
ま
し
ょ
う

予
防
を
呼
び
か
け
合
う
こ

と
で
、
発
生
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
高
齢
者
、
障
が

い
児
・
障
が
い
者
や
子
ど
も

は
、
特
に
周
囲
が
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

幹線林道えりも線の通行規制

幹線林道えりも線の路盤改良のため、林道の一部で通行

規制がかかります。

付近を通行する際には、現場の案内看板や係員の指示に

従って通行をお願いします。

■規制期間

８月下旬～11月下旬

■問い合わせ先

日高振興局林務課 緯0146-22-9317

路盤改良のため１１月下旬まで

通行が規制される幹線林道えりも線

症中熱

熱
中
症
の
発
生

は
、
こ
れ
か
ら
の

時
期
が
ピ
ー
ク
を

迎
え
ま
す
。

熱
中
症
を
正
し

く
理
解
し
、
次
の

こ
と
に
気
を
つ
け

て
、
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
水
分
・
塩
分
補
給

●
発
生
し
に
く
い
室
内
環
境

●
体
調
に
合
わ
せ
た
対
策

●
外
出
時
の
準
備

●
注
意
し
て
ほ
し
い
こ
と

煙
涼
し
い
場
所
へ
避
難
さ
せ
る

煙
衣
服
を
脱
が
せ
、
身
体
を
冷
す

煙
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る

自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、
意

識
が
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
救

急
隊
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
！

●
熱
中
症
に
な
っ
た
ら
…
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「
野
焼
き
」
は
、
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。

野
焼
き
と
は
、
単
に
地
面
の
上
で
の
焼

却
だ
け
で
は
な
く
、
ド
ラ
ム
缶
、
ブ
ロ
ッ

ク
囲
い
、
素
掘
り
の
穴
な
ど
を
利
用
し
た

簡
易
な
焼
却
炉
に
よ
る
も
の
も
含
ま
れ
ま

す
。で

は
、
な
ぜ
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
？
野
焼
き
で
は
、
焼
却
時

の
温
度
が
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、
生

活
環
境
の
悪
化
に
つ
な
が
り
、
火
災
の
原

因
と
な
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
近
隣
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
も
な
り
ま
す
。「
煙
が
目
に
し
み
る
」

新
し
い
外
国
人
住
民
制
度
に
よ
り
日
本

人
と
同
様
に
外
国
人
住
民
の
方
に
も
住
民

基
本
台
帳
法
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
以
降
、

在
留
資
格
を
有
し
て
い
る
外
国
人
の
方

で
、
在
留
期
間
が
三
か
月
を
超
え
る
方

は
、
次
の
一
～
四
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該

当
す
る
場
合
を
除
い
て
、
国
民
健
康
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一

社
会
保
険
や
共
済
組
合
等
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
（
被
扶
養
者
も
含
む
）

二

生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
る
方

三

「
特
定
活
動
」の
在
留
資
格
を
お
持
ち

の
方
で
、
医
療
を
受
け
る
活
動
又
は
医

療
を
受
け
る
活
動
を
行
う
者
の
日
常
生

活
上
の
世
話
を
す
る
活
動
を
目
的
と
し

て
在
留
さ
れ
る
方

四

社
会
保
障
協
定
で
、
日
本
の
医
療
保

険
制
度
を
適
用
せ
ず
、
本
国
の
医
療
保

険
制
度
の
み
を
適
用
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
方

※

加
入
対
象
と
な
る
方
は
届
け
出
が
必

要
で
す
。
平
成
二
十
四
年
七
月
九
日
以

降
に
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド
（
外

国
人
登
録
証
）
な
ど
を
お
持
ち
の
上
、

野焼き (ごみ焼き)は

やめましょう！

ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

※

在
留
資
格
が
三
か
月
未
満
で
あ
っ
て
も

客
観
的
な
資
料
で
三
か
月
以
上
滞
在
が

見
込
ま
れ
る
場
合
、
加
入
で
き
ま
す
の

で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

緯
二
‐
四
六
二
二

「
洗
濯
物
が
干
せ
な
い
」「
悪
臭
が
す
る
」

「
部
屋
の
換
気
が
で
き
な
い
」「
ス
ス
が
飛

ん
で
く
る
」
な
ど
の
苦
情
が
毎
年
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

野
焼
き
を
行
っ
た
者
に
は
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
基

づ
き
、
五
年
以
下
の
懲
役
、
一
千
万
円
以

下
の
罰
金
の
い
ず
れ
か
、
又
は
、
そ
の
両

方
が
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

次
に
挙
げ
る
よ
う
な
例
外
を
除
き
、
野

焼
き
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
！

野
焼
き
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

役
場
町
民
生
活
課
（
緯
二
‐
四
六
二
一
）

ま
で
。

ダイオキシンが発生することも…

①
ど
ん
ど
焼
き
・
お
盆
に
行
う
迎
え

火
・
宗
教
的
行
事
を
伴
う
焼
却
等

②
農
林
水
産
業
を
営
む
た
め
に
必
要

な
焼
却

③
家
庭
で
の
枯
葉
・
枯
草
の
た
き
火

な
ど
で
軽
微
な
も
の

※
①
～
③
の
よ
う
な
野
焼
き
を
行
う

場
合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

消
防
え
り
も
支
署
（
緯
二
‐
二
〇

三
八
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
る
野
焼
き

■
簡
易
な
焼
却
炉
も
法
律
で
禁
止

■
生
活
環
境
に
悪
影
響

■
懲
役
、
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
も

エゾシカ侵入防止柵の柱が倒れていたエゾシカ侵入防止柵の柱が倒れていたりり
網に穴が開いたりしていた網に穴が開いたりしていたらら
役場産業振興課役場産業振興課（（緯緯2-46232-4623）へ）へ
連絡をお願いします連絡をお願いします。。

見かけたら連絡を

※扉の戸締りにも協力をお願いします。

外
国
人
住
民
の
方
で

新
た
に
国
民
健
康
保
険
の

加
入
対
象
と
な
る
方
に
つ
い
て
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「
第
三
十
九
回
え
り
も
の
灯
台
ま
つ
り
」
が
、
今
年
も
八
月
十
四
日
か

ら
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
、
灯
台
公
園
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

注
目
の
歌
謡
シ
ョ
ー
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
も
の
ま
ね

シ
ン
ガ
ー
の
荒
牧
陽
子
さ
ん
が
登
場
し
ま
す
。
ご
家
族
友
人
連
れ
立
っ

て
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

８月14日（火）

えりも小学校鼓笛隊パレード（雨天時、15日順延）13：00～13：30

子供輪投げ大会（雨天時中止）13：30～15：30

マツカワ放流（小雨決行）15：30～16：30

会場安全祈願祭・点灯式（小雨決行）18：00～18：45

主催者挨拶（雨天時、町民体育館）18：45～19：00

歌謡バラエティーショー（雨天時、町民体育館）19：00～20：45

８月15日（水）

えりも中学校吹奏楽部＆町民吹奏楽団演奏会（雨天時、町民体育館）14：00～14：40

ビンゴゲーム大会（雨天時、えりも漁協市場）15：45～17：15

ストリートダンス（小雨決行）17：40～18：10

荒波太鼓（小雨決行）18：10～18：30

創作舞踊〔小町会〕（小雨決行）18：30～18：50

郷土芸能〔襟裳神楽・駒踊り〕（小雨決行）18：50～19：20

よさこいステージ乱舞（小雨決行）19：20～19：50

花火大会（雨天時中止）19：50～20：30

轟ＴＤＳ４８ライブ（小雨決行）20：30～21：00

８月16日（木）

灯ろう流し19：00～20：00

第
三
十
九
回
え
り
も
の
灯
台
ま
つ
り

荒
牧
陽
子
さ
ん

も
の
ま
ね

シ
ン
ガ
ー

歌
謡
シ
ョ
ー
は



10

六
月
二
十
四
日
、
日
高
地
区
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
協
会
連
合
会
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
イ
ン
え
り
も
町
が
、
百
人
浜
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
で
開
か
れ
、
管
内
九
協
会
か

ら
百
四
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

え
り
も
協
会
か
ら
は
、
二
十
三
人
が

出
場
し
、
男
性
、
女
性
の
そ
れ
ぞ
れ
の

部
で
五
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
安
保
昭
子
さ
ん
（
新
浜
）
が
女
性

の
部
で
見
事
優
勝
に
輝
い
て
い
ま
す
。

安
保
昭
子
さ
ん
が
優
勝

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
連
合
会
大
会

海
へ
の
親
し
み
や
生
物
へ
の
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
庶
野
小

学
校
一
年
生
か
ら
四
年
生
ま
で
の
児
童

三
十
一
人
が
七
月
四
日
、「
磯
遊
び
」
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

授
業
は
、
桜
橋
付
近
の
海
岸
で
行
わ

れ
、
バ
ケ
ツ
を
持
っ
た
子
ど
も
た
ち

は
、
ツ
ブ
や
カ
ニ
を
捕
ま
え
る
と
、「
大

き
い
の
が
い
た
」
と
友
だ
ち
に
見
せ
て

い
ま
し
た
。

ツ
ブ
や
カ
ニ
探
し
に
夢
中

庶
野
小
で
「
磯
遊
び
」
授
業

六
月
二
十
二
日
、
え
り
も
高
校
三
年

生
の
四
十
二
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
授
業

の
一
環
で
や
ま
と
苑
と
高
齢
者
福
祉
寮

ゆ
う
ゆ
う
を
訪
れ
、
清
掃
と
花
壇
整
備

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
ゆ
う
ゆ
う
で
は
施
設
周
辺

の
雑
草
取
り
や
玄
関
掃
除
、
各
部
屋
の

窓
を
水
洗
い
し
、
入
居
者
か
ら
「
明
る

く
な
っ
た
。
あ
り
が
た
い
ね
ぇ
」
と
喜

ば
れ
て
い
ま
し
た
。

高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
ま
と
苑
と
ゆ
う
ゆ
う
で

200点が展示された流木アート展

浦
河
町
在
住
の
向
井
今
子
さ
ん
が
流

木
を
利
用
し
て
作
成
し
た
作
品
の
展
示

会
「
流
木
ア
ー
ト
展
～
渚
に
佇
む
」
が
、

な
ぎ
さ

た
た
ず

六
月
二
十
五
日
か
ら
七
月
二
十
日
ま
で

風
の
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

子
を
抱
く
母
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も

の
な
ど
二
百
点
が
展
示
さ
れ
、
来
館
者

か
ら
も
好
評
を
博
し
て
い
ま
し
た
。
七

月
十
五
日
に
は
、
作
品
の
体
験
会
が
催

さ
れ
、
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

個
性
的
な
流
木
作
品
の
数
々

風
の
館
で
流
木
ア
ー
ト
展

前列左から２番目が優勝した安保昭子さん

「カニはどこにいる？」と子どもたち

高齢者福祉寮ゆうゆうの窓を洗う高校生

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnneeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeeewwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnewsssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssssttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttoooooooooooooooooooooooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwtownnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
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え
り
も
高
校
学
校
祭
の
恒
例
行
事

「
行
灯
行
列
」
が
七
月
十
五
日
に
行
わ

れ
、
生
徒
た
ち
手
づ
く
り
の
行
灯
が
商

店
街
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

行
灯
は
、
ピ
エ
ロ
や
雷
神
な
ど
六
基

で
、
見
事
な
出
来
栄
え
に
買
い
物
客
も

足
を
止
め
て
眺
め
て
い
ま
し
た
。

行
列
は
灯
台
公
園
ま
で
歩
き
、
そ
の

後
生
徒
た
ち
が
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

恒
例
の
行
灯
行
列

え
り
も
高
校
学
校
祭

中
央
保
育
所
の
運
動
会
が
七
月
一
日

に
開
か
れ
、
小
さ
な
体
で
一
生
懸
命
頑

張
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
、
観
客
か
ら

多
く
の
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

昨
年
は
、
雨
の
中
の
開
催
と
な
り
、

競
技
の
一
部
を
変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
今
年
は
晴
天
に
恵
ま
れ
予
定
ど

お
り
全
て
の
種
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

の
び
の
び
と
走
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て

い
る
だ
け
で
楽
し
い
運
動
会
で
し
た
。

ち
び
っ
子
た
ち
元
気
に

中
央
保
育
所
運
動
会

七
月
五
日
、「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
の
車
両
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

浦
河
地
区
保
護
司
会
え
り
も
分
区
の
会

員
ら
が
、
犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な
社

会
の
実
現
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

役
場
庁
舎
前
で
の
出
発
式
で
は
、
川

村
一
治
分
区
長
が
「
犯
罪
の
撲
滅
に
は

一
人
一
人
の
協
力
が
必
要
」
と
挨
拶
。

パ
レ
ー
ド
は
町
内
周
り
、
襟
裳
岬
で
は

啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
し
た
。

安
全
安
心
な
社
会
実
現
を

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

大会に先立ち、永年勤続優良従業員を表彰

え
り
も
建
設
協
会
の
安
全
大
会
が
七

月
二
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

約
百
四
十
人
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
に
先
立
ち
、
永
年
勤
続
優
良
従

業
員
七
人
が
表
彰
さ
れ
、
続
い
て
菊
地

竹
勇
会
長
が
「
安
全
意
識
を
高
め
、
事

故
の
な
い
職
場
を
作
り
上
げ
よ
う
」
と

挨
拶
。
講
演
で
は
浦
河
労
働
基
準
監
督

署
の
山
﨑
陽
子
署
長
が
労
働
災
害
の
防

止
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

労
働
災
害
の
絶
滅
を
決
意

建
設
協
会
安
全
大
会

６基の行灯が本町商店街を練り歩いた

町内の運動会もこれで一区切り

出発式で挨拶する川村一治分区長
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み
ん
な
来
て
ね
！

親
子
盆
踊
り
会
と
子
ど
も
お
楽
し

み
会

八
月
四
日
～
五
日

■
そ
れ
も
ま
た
ち
い
さ
な
光

角
田

光
代

■
隠
し
事

羽
田

圭
介

■
外
事
警
察

麻
生

幾

■
き
な
り
の
雲

石
田

千

■
夜
の
国
の
ク
ー
パ
ー伊

坂
幸
太
郎

■
池
上
彰
の
「
ニ
ュ
ー
ス
、
そ
こ

か
ら
で
す
か
！
？
」池

上

彰

■
二
十
歳
若
く
見
え
る
た
め
に
私

が
実
践
し
て
い
る
１
０
０
の
習

慣

南
雲

吉
則

■
途
方
も
な
く
霧
は
流
れ
る

唯
川

恵

■
サ
フ
ァ
イ
ア

湊

か
な
え

《おすすめ本》

雪と珊瑚と

新しい本

２１歳の珊瑚は、生まれたばかりの

子どもを連れ、追い詰められた状況

で、ひとりの女性と出逢う。滋味あ

る言葉、温かいスープに、生きる力

が息を吹きかえしてゆく…

梨木香歩 著

《

一
般
書

》

《

児
童
書

》

こ
れ
ま
で
広
報
と
は
別
刷
り
で
配
布
し
て
い
た
「
生
涯
学
習
だ
よ
り
」
を
、

今
月
号
か
ら
広
報
に
含
め
る
形
に
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
町
民
み
な
さ
ん
の

役
に
立
つ
情
報
を
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
え
り
も
町
か
ら
バ
ス
で
行
く
外

木
下
大
サ
ー
カ
ス
観
覧
ツ
ア
ー
」

に
行
っ
て
き
ま
し
た
鎧

六
月
三
十
日
、
え

り
も
町
生
涯
学
習
推

進
協
議
会
主
催
の
芸

術
鑑
賞
ツ
ア
ー
の
事

業
の

一
環
で
、
昨
年

度
の
「
ラ
イ
オ
ン
キ

ン
グ
観
劇
ツ
ア
ー
」
に
引
き
続
き
、
今
年

度
は
「
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」
を
観
に
行
き

ま
し
た
。

町
内
か
ら
四
十
八
名
の
参
加
が
あ
り
、

札
幌
ま
で
貸
し
切
り
バ
ス
一
台
で
日
帰
り

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

空
中
ブ
ラ
ン
コ
を
は
じ
め
、
オ
ー
ト
バ

イ
シ
ョ
ー
を
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
観
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
話
題
の
ホ
ワ
イ
ト
ラ

イ
オ
ン
は
本
当
に
真
っ
白
で
と
て
も
き
れ

い
な
姿
。
そ
の
芸
達
者
振
り
に
も
感
動
し

ま
し
た
。

■
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳

水
泳
フ
ォ
ー
ム

完
全
ガ
イ
ド

村
上
二
美
也
監
修

■
ど
っ
こ
い
生
き
て
る
、
ゴ
ミ
の
中

た
く
ま
し
い
海
の
魚
た
ち

伊
藤

勝
敏

■
楽
し
い
ダ
ン
ボ
ー
ル
工
作

立
花

愛
子

■
楽
し
い
ス
ト
ロ
ー
工
作立

花

愛
子

■
教
科
書
に
出
て
く
る
生
き
も
の
観

察
図
鑑
①
～
⑥

小
宮
輝
之
監
修

■
科
学
し
か
け
え
ほ
ん
シ
リ
ー
ズ

海
洋
探
検

ジ
ェ
ン
・
グ
リ
ー
ン

■
科
学
し
か
け
え
ほ
ん
シ
リ
ー
ズ

太
陽
系
探
検

ジ
ェ
ン
・
グ
リ
ー
ン

内
容

子
ど
も
盆
踊
り
唄
、
北
海
盆

唄

「
出
店
」
も
あ
り
ま
す
。

日
時

八
月
四
～
五
日（
雨
天
中
止
）

時
間

十
八
時
三
十
分
～
二
十
時

場
所

灯
台
公
園

主
催

え
り
も
町
市
街
地
青
少
年
育

成
協
会

問
い
合
わ
せ
先

事
務
局
・
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係

緯
二
‐
二
五
二
六

興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
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興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
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興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
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興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興
興興興興興興興興興興興興興興興興興興興

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯涯
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
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よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ

生
涯
学
習
だ
よ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

唖

愛

阿

挨
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哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀
哀

鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横
襖

鴬
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
横

横
襖 鴬横

襖 鴬横
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水水水水水水水水水水泳泳泳泳泳泳泳泳泳泳教教教教教教教教教教水泳教室室室室室室室室室室室

授業参観の心得

健全な異性観

朝の目覚めを良くするためには

子どもの発達を促すオモチャの選び方

音声テープによるサービスで
す。電話をかけると音声が流
れ、各内容についてのアドバイ
スを聞くものです。
※会話はできません。

08/10～08/16

08/17～08/23

08/24～08/30

08/31～09/06

子育てテレホンサービス 緯2-3715

○場 所 えりも町営温水プール

○参加対象 中学生以上 ※ウォーキング教室は、成人のみ

○参 加 料 各1,000円（税込） ※ウォーキングと水泳両方参加希望の方は、2,000円となります。

○内 容 希望の泳ぎのステップアップを目指します。

夜の部昼の部申 込 基 準クラス

17：30～18：0014：00～14：30音楽に合わせ、水中を歩きながら楽しく運動をしますウォーキング

18：10～18：4014：40～15：10

水泳初心者又はクロールをよりステップアップしたい方クロール

クロール２５M以上泳げる方背泳ぎ

クロール２５M以上泳げる方平泳ぎ

クロール２５M以上泳げる方バタフライ

○定 員 各クラス１０名 ※ウォーキングは５０名まで

○受付期間 平成２４年８月６日（月）～８月１５日（水）まで（土・日を除く 9：00～17：00）

○申 込 先 社会教育課体育振興係（町民体育館緯２-４６２８）までお申し込みください。

○そ の 他 水着、スイミングキャップ、スイミングゴーグルは各自ご用意ください。

参加料は、教室初日（８月２０日）に直接プールまでお願いいたします。

○開催期間 平成24年8月20日（月）～9月3日（月）

※全５回開催 ①８月２０日（月）②８月２３日（木） ③８月２９日（水）

④８月３１日（金）⑤９月３日（月）

○時 間

ウウウウウウウウウウォォォォォォォォォォーーーーーーーーーーキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンググググググググググ教教教教教教教教教教ウォーキング教室室室室室室室室室室室
参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集参加者募集！！！！！！！！！！！

平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成22222222224444444444年年年年年年年年年年平成24年度度度度度度度度度度度

夜の部昼の部

◆ウォーキング教室…17：30～18：00◆ウォーキング教室…14：00～14：30

◆水泳教室 …18：10～18：40◆水泳教室 …14：40～15：10

参考資料

中中中中中中中中中学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生～～～～～～～～～～大大大大大大大大大大人人人人人人人人人人ままままままままままでででででででででで対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象中学生～大人まで対象！！！！！！！！！！！

水中運動は、陸上の運動に比べて消費カロリーが高いので効率のよいダイエットができるといわれています。

襖横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横生涯学習だより

。
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●庶野診療所（緯4-2219）
三種混合・ＢＣＧ・麻しん風しん混合・ヒブ・
小児用肺炎球菌の個別予防接種
①実施日……毎週月・木曜
②時 間……14：00～16：00 ※要予約

●広尾町かめだクリニック（緯01558-2-4724）
ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種を受けること

ができます。希望の方はお問い合わせください。

たばこを吸う人が多いえりも町

会 場時 間実施日行 事

町立診療所（要予約）15：30～16：00７日峨、21峨麻しん風しん混合予防接種

保健センタ－（個別通知）8：50～10：507日峨乳幼児健診

保健センタ－（要予約）13：30～14：30８日我、２２日我日赤巡回診療

保健センタ－13：30～13：50

2１日峨

三種混合予防接種

保健センタ－13：50～14：00ＢＣＧ予防接種

保健センタ－14：00～14：10ヒブワクチン予防接種

保健センタ－14：10～14：20小児用肺炎球菌ワクチン予防接種

保健センタ－14：20～14：40ポリオ予防接種（生ワクチン）

保健センタ－（個別通知）13：15～14：0023日牙、27日俄、30日牙フッ素歯みがき教室

庶野診療所（要予約）14：00～16：0030日牙二種混合予防接種

８月の保健メモ （連絡先 役場保健福祉課 保健予防係 緯2-4630）

●浦河日赤病院（緯0146-22-5111）
麻しん風しん混合予防接種
①小児科外来申し込み……１期（１～２歳）・２

期（小学校入学前１年間の小児）・３期（中
学１年生の年齢に相当する者）

②医事課申し込み……４期（高校３年生の年齢
に相当する者）

ヒブ・小児用肺炎球菌の予防接種
小児科外来にお申し込みください。

フッ素塗布・歯みがき教室は、上の
前歯が生えている1歳未満のお子さん
も受けられます。ご希望の方は、保健
予防係までご連絡ください。

フッ素塗布・歯みがき教室を希望する方へ

たばこは健康を損なうとわかっていても、たば

この値段が上がってもやめられない人が多いのが

現状です。

えりも町はたばこを吸う人が多い傾向がありま

す。吸っている人だけではなく、周りの健康も脅

かす「たばこ」について考えてみましょう。

こんにちは 保健師です

①煙は有害物質だらけ

たばこの煙には約4,000種類以上の化学物質が

含まれており、発がん性物質は約69種類以上とい

われています。特にニコチンは殺虫剤の成分とし

ても使われています。たばこ１本に含まれるニコ

チンは幼児の命を奪うほどの強い毒性をもってい

ます。

②受動喫煙の害

たばこを吸う人の煙よりも、たばこの火から立

ち上る煙の方が多くの有害物質が含まれています。

えりも町は全国に

比べて、妊婦や妊婦の

同居者、成人の男女共

にたばこを吸う割合

が多いです。

吸っている方のが

んや生活習慣病など

の危険性を高くする

だけでなく、周りにい

る家族、特に赤ちゃん

や子供の健康に悪影

響を与えています。

●●●全国の喫煙率と比べてみると… ●●●

・たばこを吸う夫の妻（吸わない）に肺がんが多い。

・赤ちゃんの突然死が多い。

・喘息の子どもが多い。

受動喫煙の危険性

③やめてみませんか？

少しでも「たばこをやめてみようかな」と思う

なら、ぜひ禁煙に挑戦してみてください。失敗し

ても得るものはたくさんあります。自分の意思だ

けで難しい場合は、禁煙外来や内服薬を上手に活

用しましょう。自分の健康と大切な家族の健康を

「たばこ」の害から守りましょう。
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北
海
道
が
発
表
し
た

新
し
い
津
波
浸
水
予
測

防
災

情
報
版 影

沿
岸
地
域
の
新
し
い
津
波
浸

水
予
測
図
を
発
表
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
津
波
浸
水

予
測
よ
り
も
広
い
場
所
が
津

波
に
よ
り
浸
水
す
る
予
測
と

な
っ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
一

年
東
北
地
方
太
平
洋
沖
巨
大

地
震
に
よ
り
発
生
し
た
甚
大

な
津
波
被
害
を
受
け
て
、
国

を
含
め
多
く
の
自
治
体
が
今

ま
で
の
津
波
浸
水
予
測
地
域

の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
北
海
道
も
同
様
に
見
直

し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

回
ま
ず
北
海
道
太
平
洋
沿
岸

に
つ
い
て
そ
の
見
直
し
が
終

了
し
、
発
表
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
に
公
表
さ

れ
た
以
前
の
津
波
浸
水
予
測

図
は
国
（
中
央
防
災
会
議
）

が
発
表
し
た
想
定
巨
大
地
震

に
基
づ
い
て
津
波
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
計
算
し
、

津
波
が
浸
水
す
る
地
域
を
予
測

し
て
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
説
明
で
き
て
い
な
い
津
波

堆
積
物
調
査
地
点
も
残
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今

回
の
見
直
し
で
は
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波
を
想
定
す
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
得
ら
れ
て
い
る
全
て

の
デ
ー
タ
を
説
明
で
き
る
津
波

に
す
る
こ
と
に
重
点
を
置
き
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、
平
成
十

七
年
度
の
想
定
時
に
は
様
々
な

理
由
で
説
明
で
き
て
い
な
か
っ

た
津
波
堆
積
物
調
査
結
果
や
そ

の
後
新
た
に
発
見
さ
れ
た
津
波

堆
積
物
調
査
結
果
等
、
全
て
の

デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

計
算
さ
れ
た
津
波
で
説
明
で
き

る
想
定
津
波
を
設
定
し
ま
し

海
道
は
六
月
二
十
八

日
に
北
海
道
太
平
洋

北

谷岡勇市郎

北海道大学地震火山研
究観測センター 地震
観測研究分野 教授・セ
ンター長、Ph.D。
米国ミシガン大学博士
課程修了後、気象庁気象
研究所研究官、北海道大
学助教授を経て2010年4
月より現職。専門は地
震学（巨大地震・津波）。

た
。
そ
の
た
め
津
波
に
よ
り
浸

水
す
る
範
囲
が
以
前
よ
り
大
き

く
な
り
ま
し
た
。

え
り
も
町
に
対
し
て
も
津
波

の
浸
水
範
囲
が
大
き
く
増
え
ま

し
た
。
津
波
の
浸
水
す
る
地
域

が
増
え
る
と
、
当
然
、
避
難
す

べ
き
住
民
は
増
え
、
避
難
場
所

も
よ
り
高
台
に
な
り
、
避
難
時

間
も
か
か
る
た
め
、
ま
す
ま
す

津
波
に
対
す
る
減
災
対
応
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
高
齢
者
や
要

介
護
者
等
の
避
難
も
対
応
が
難

し
く
な
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様

に
は
今
ま
で
以
上
に
津
波
災
害

に
対
す
る
意
識
を
向
上
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
早
く
高
台
に
避

難
で
き
る
よ
う
一
人
一
人
が
津

波
災
害
軽
減
の
た
め
に
少
し
ず

つ
で
も
行
動
を
起
こ
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

自
治
会
な
ど
地
域
で
の
防
災
活

動
も
ま
す
ま
す
活
発
に
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

北海道では、北海道付近に停滞する前線に向

かって暖かく湿った空気が入る時に大雨とな

り、台風が接近しているときはさらに雨量の多

くなる場合があります。

大雨による災害は、崖崩れなどの土砂災害、

河川のはん濫による洪水、低い土地の浸水など

です。また、雨が止んでも土砂災害や洪水の危

険が残る場合がありますので、しばらくは注意

してください。

平成15年8月には、北海道付近に前線が停滞

する中で台風第10号が北海道に上陸して、日高

地方を中心に大雨となりました。この大雨で、

崖崩れや河川がはん濫したため、住宅の全壊・

半壊が約50棟、床上・床下浸水は400棟以上の

災害が発生し、6名の方が亡くなられました。

気象台が発表する情報で大雨を予想している

ときは、崖や川が近い、土地が低くなっている

など、お住まいの状況にあわせた避難が必要で

－大 雨－

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

気象台からの

防災メモ

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

あり、事前に避

難場所を確認す

るなどの準備が

重要です。

１

（隔月掲載）
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おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららららららお知らせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

長谷川
はせがわ

碧音くん
あいと

（恵）
Ｈ23.8.15生(庶野)

しまじろうとお絵描き、
食べることが大好きな甘
えん坊の男の子です♪

高瀬煌大くん
たかせ こうだい

（郁夫・雅美）
Ｈ23.8.14生(本町)

毎日元気に遊んでいま
す。これからの成長が
楽しみです。

あつまれ！一歳児

すくのび
「すくのび」は、「すくす
くのびのび育って」の願い
を込めたタイトルです。

松田
まつだ

直大くん
なお

（敬・早苗）
Ｈ23.8.31生(えりも岬)

父ちゃんそっくりの男
前（笑）＆のんびり屋
さんです。

齊藤茶希ちゃん
さいとう ちゃき

（翔平・沙夜美）
Ｈ23.8.22生(大和)

お兄ちゃんが大好き
で、いつも後を追って
ばかりいます。

検 査 日 時
（各日１３：30～15：30）

予約受付期限
（各日12：00まで）

平成24年0９月0５日平成24年0９月03日

平成〃年10月03日平成〃年10月01日

平成〃年11月07日平成〃年11月05日

平成〃年12月0５日平成〃年12月03日

平成25年01月16日平成25年01月11日

平成〃年02月06日平成〃年02月04日

平成〃年03月06日平成〃年03月04日

戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
来
た
方
へ

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
1
抗
体
検
査
が
、
次
の
と

お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

●
変
更
点

検
査
結
果
は
、
こ
れ
ま
で
一
週
間
後
に

お
知
ら
せ
し
、
精
密
検
査
が
必
要
な
場
合

は
、
そ
の
後
約
十
日
間
を
要
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
精
密
検
査
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、「
検
査
結
果
は
二
週
間
後
に

お
知
ら
せ
」
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か

検
査
時
間
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

●
検
査
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
保
健
所

子
ど
も
・
保
健
推
進
課

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
三
〇
七
一

※
平
日
九
時
～
十
二
時
・
十
三
時
～
十

七
時
に
電
話
受
付

ＨＴＬＶ-１抗体検査検査日程 Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
1
抗
体
検
査
の
変
更

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
で
は
、
次

の
と
お
り
自
衛
隊
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

静
内
地

域
事
務
所

緯
〇
一
四
六
‐
四
四
‐
二
八
五
五

受付期限資 格募集コース

10月1日
高卒（見込み含）
２４歳未満の方

看護学生

10月1日
高卒（見込み含）
21歳未満の方

防 衛 大 学
校生 平成25年

2月1日

10月1日同上
防 衛 医 科
大学校生

防衛大学校生には、上記のほか、「推
薦」「総合選抜」のコースもあります。
受付期限は９月５日まで。

恵庭南高校男子バレー部が、えりも町
で夏季合宿をします。
ぜひ、見学に来てください。
●練習日程
８月５日 ９時～18時
８月６日 ９時～20時
８月７日 ９時～16時
８月８日 ９時～１１時30分

●場所
町民体育館

恵庭南高校男子バレー部が合宿に税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た
未

返
還
の
保
管
証
券
類
（
終
戦
後
に
海
外
か

ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
が
上
陸
地

の
税
関
等
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券
な

ど
）
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

返
還
の
請
求
は
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く

ご
家
族
の
方
々
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
気

づ
き
の
方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
関

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

苫
小
牧
税
関
支
署
統
括
監
視
官
（
統
括

部
門
）緯

〇
一
四
四
‐
三
四
‐
一
九
五
三
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北
海
道
警
察
で
は
、
次
の
と
お
り
警
察

官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

・
Ａ
区
分
…
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）

等
を
卒
業
し
た
者
（
平
成
二
十
五
年
三

月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
。）
で
、
昭
和

五
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
七
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

・
Ｂ
区
分
…
Ａ
区
分
以
外
の
者
で
、
昭
和

五
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
七
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

※
高
度
専
門
士
の
称
号
を
取
得
又
は
平
成

二
十
五
年
三
月
末
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
者
は
、
Ａ
区
分
で
受
験
と
な
る
。

●
申
込
書
及
び
試
験
案
内
の
配
布
開
始
日

七
月
四
日

●
受
付
期
間

北
海
道
電
力
の
計
画
停
電
が
行
わ

れ
た
場
合
、
各
家
庭
で
発
電
機
を
使

い
電
力
を
回
復
さ
せ
て
も
、
庶
野
、

目
黒
地
区
の
み
な
さ
ん
の
家
庭
で

は
、
民
間
放
送

・

・

・

・

の
テ
レ
ビ
は
視
聴
で

ほ
ん
の
り
と
香
る
朝
餉
の
ふ
き
の
と
う

あ

さ

げ

郭
公
に
鎌
一
振
り
の
視
野
が
あ
り

か
っ
こ
う

物
忘
れ
春
の
疾
風
の
さ
ら
ひ
ゆ
く

は

や

て

五
月
波
え
り
も
岬
を
打
つ
ひ
び
き

さ

つ

き

な

み

桜
咲
く
俳
句
を
せ
む
と
友
と
逢
ふ

母
の
日
は
紫
陽
花
と
ど
く
日
と
な
れ
り

あ

じ

さ

い

（
え
り
も
吟
社
）

川
村

和
子

小
山
内
栄
峰

佐
々
木
蓉
子

佐
々
木
凌
子

曽
田
つ
ゆ
子

手
塚

澄
子

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

弁護士相談センター無料相談（事前予約制）

時 間日 程会 場

13：15
～

15：45

8月20日
えりも相談所
（保健センター）

9月5日様似相談所

8月13日・27日浦河相談所

13：30
～

16：30

8月8日・13日・20日・22日・
27日・29日、9月3日・5日

静内相談所

月曜日～金曜日／10：00～16：00
緯0146-42-8373

予 約 受 付

焔
会
田
善
治
さ
ん
（
え
り
も
岬
）

え
り
も
岬
連
合
自
治
会
へ

五
万
円

焔
齊
藤
ウ
メ
ノ
さ
ん
（
庶
野
）

庶
野
老
人
ク
ラ
ブ
へ

三
万
円

樺
ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

庶
野
、
目
黒
地
区
の
み
な
さ
ん
へ

き
ま
せ
ん
。
ワ
ン
セ
グ
に
つ
い
て
も

同
様
で
す
。

こ
れ
は
、
庶
野
中
継
局
が
停
電
に

対
応
し
た
設
備
と
な
っ
て
い
な
い
た

め
で
す
。
な
お
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

焔
え
り
も
漁
協
近
笛
女
性
部

や
ま
と
苑
へ

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
五
十

九
枚
、
ウ
エ
ス
等
ダ
ン
ボ
ー
ル
四
箱
分

焔
中
澤
邦
子
さ
ん
（
東
洋
）

東
洋
第
一
自
治
会
へ

三
万
円

焔
窪
田
セ
イ
さ
ん
（
大
和
）

西
え
り
も
連
合
自
治
会
へ

十
万
円

や
ま
と
苑
へ

五
万
円

★
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

立
石
俊
雄
さ
ん
（
浦
河
町
）

一
万
円

窪
田
セ
イ
さ
ん
（
大
和
）

五
万
円

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

で
は
、
求
職
中
の
障
が
い
者
（
応
募
希
望

者
）の
入
校
前
適
性
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
実
施
期
間

平
成
二
十
五
年
三
月
十
五
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

緯
〇
一
二
五
‐
五
二
‐
二
七
七
四

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
の
入
校
前

適
性
相
談

八
月
一
日
～
八
月
二
十
二
日

※
電
子
申
請
は
、
八
月
十
七
日
・
十
七
時

三
十
分
ま
で

●
第
一
次
試
験

九
月
十
六
日

●
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
警
察
署

緯
〇
一
四
六
‐
二
二
‐
〇
一
一
〇

警
察
官
の
採
用
試
験
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５
日

８月の行事

８
日日

11
日
14

日
18

日
19

日
25

日
26

◆国民健康保険税 第1期

（納期限 平成２4年8月31日）

６ 月 の 税税 の 納 期

干場一面に広がるコンブ（7
月11日・歌別）

講
演
会
「
海
鳥
た
ち
の
交
差
点
・

北
海
道
太
平
洋
の
海
」
（
講
師
・

千
嶋
淳
・
日
本
野
鳥
の
会
十
勝

支
部
／
風
の
館
／

時

分
～
）

１３

30

運
転
免
許
更
新
時
講
習
（
福
祉

セ
ン
タ
ー
／
優
良

時
～

時

13

１３

分
・
一
般

時
～

時
）

30

１４

15

太
陽
グ
ル
ー
プ
杯
争
奪
全
道
少

年
軟
式
野
球
選
抜
大
会
日
高
東

部
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
（
ス
ポ
ー
ツ

公
園
／
8
時
～

時
／
～

日
）

16

12

夏
休
み
工
作
体
験
（
風
の
館
／

時
～

時
／
～

日
）

13

15

12

第

回
え
り
も
の
灯
台
ま
つ
り

39
（
灯
台
公
園
／
～

日
）

16

夏
休
み
海
の
い
き
も
の
タ
ッ
チ

プ
ー
ル
（
風
の
館
／
９
時
～
18

時
／
～

日
）

16

わ
ら
し
ゃ
ん
ど
え
り
も
ま
る
ご

と
自
然
体
験
（
百
人
浜
／
９
時

～

時
）

15
え
り
も
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯

少
年
野
球
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ
公

園
／
８
時
～

時
）

16

歩
こ
う
会
（
福
祉
セ
ン
タ
ー
前

出
発
／
７
時

分
～
8
時

分
）

３０

30

日
高
管
内
レ
デ
ィ
ー
ス
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
（
ス
ポ
ー
ツ
公
園

／
９
時
～

時
）

１４

わ
ら
し
ゃ
ん
ど
プ
ラ
ス
（
豊
似

湖
／
９
時
～

時
）

16

６人

近 浦

笛 舞

大 和

本 町

新 浜

歌 別

東 洋

えりも岬

庶 野

目 黒

合 計

（男 2,655人 女 2,664人）

（平成24年6月30日現在）

181人

304人

1,019人

908人

701人

367人

397人

563人

715人

164人

5,319人

68世帯

120世帯

435世帯

399世帯

311世帯

140世帯

135世帯

210世帯

270世帯

75世帯

2,163世帯

転入 転出2人 13人

出生 死亡3人 9人

月 の 税の う ご き

怪
悔

回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回
回

日
高
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
漁
業
者
本
人

日
高
海
区
漁
業
調
整
委
員

選
挙
人
名
簿
の

登
録
申
請

・
満
年
齢
が
二
十
歳
以
上
（
平
成

二
十
四
年
十
二
月
五
日
現
在
）

で
あ
る
こ
と
。

・
漁
業
者
又
は
漁
業
従
事
者
（
世

帯
員
等
）
で
あ
る
こ
と
。

・
え
り
も
町
に
住
所
又
は
事
業
場

を
有
す
る
こ
と
。

・
一
年
に
九
十
日
以
上
漁
船
を
使

用
す
る
漁
業
を
営
み
又
は
こ
れ

に
従
事
す
る
こ
と
。

鞄
申
請
者
の
現
在
日

九
月
一
日

鞄
申
請
期
間

九
月
一
日
～
九
月
五
日

鞄
申
請
書
提
出
先

え
り
も
漁
業
協
同
組
合

（
申
請
書
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

鞄
問
い
合
わ
せ
先

え
り
も
町
選
挙
管
理
委
員
会

緯
二
-
二
一
一
二

七
夕
の
日
、
施
設
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝

居
を
行
い
ま
す
。

捌
日

時

八
月
七
日
（
火
）

十
時
～
十
時
三
十
分

十
五
時
～
十
五
時
三
十
分

※
午
前
・
午
後
と
も
内
容
は
同

じ
で
す

捌
内

容

絵

本
「
め
っ
き
ら
も
っ
き
ら

ど
お
ん
ど
ん
」

紙
芝
居
「
た
な
ば
た
も
の
が
た

り
」

捌
対

象

保
育
園
児
・
幼
稚
園
児
～
小
学
生

（
世
帯
主
）か
ら
の
申
請
に
基
づ
き
、

毎
年
九
月
一
日
現
在
で
調
整
さ
れ
、

十
二
月
五
日
で
確
定
と
な
り
、
そ
の

後
一
年
間（
翌
年
十
二
月
四
日
ま
で
）

は
据
え
置
か
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば
、
海
区

漁
業
調
整
委
員
の
選
挙
の
際
、
立
候

補
も
投
票
も
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

登
録
漏
れ
に
な
り
ま
す
と
、
途
中
で

の
追
加
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

次
の
内
容
を
確
認
の
う
え
、
期
間
内

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

鞄
申
請
者
の
要
件

興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興
興興興興興興興興

交
流
館
「
ひ
な
た
」
か
ら
の

ご
案
内


